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講師 ⻄ 和夫（神奈川⼤学名誉教授、公益社団法⼈横浜歴史資産調査会 相談役）
建築史にとどまらず歴史学・⺠俗学・美術史などとの共同研究を積極的に進め、近年は⼭形県⻑井市、⻑野市松代町、
各務原市旧中⼭道鵜沼宿、江津市などで町並み調査とまちづくりに取り組む。 
著書は『三渓園の建築と原三渓』『海・建築・⽇本⼈』『建築史に何ができるか』

『⼆畳で豊かに住む』など多数。 平成26年 8⽉20⽇（⽔）

師 ⻄ 和夫
原三渓とヨコハマ原三渓とヨコハマ

第  回1

1982年⽇本郵株式会社⼊社。コンテナ船・在来船・バルク船の運航・営業を経験。
また海外勤務で⽶国と中国にて物流事業にも携わる。客船⾶⿃を運航する郵船クルーズや⽇中間フェリー会社にも
出向した。豊富な船会社の経験を⽣かして 2013年4⽉より⽇本郵船歴史資料館館⻑兼
⽇本郵船横浜⽀店⻑に就任し現在に⾄る。

講師 今野 洋⼀（⽇本郵船横浜⽀店⽀店⻑、歴史博物館⻑）

平成26年 8⽉27⽇（⽔）

今野 洋
ヨコハマ船物語ヨコハマ船物語

第  回2

平成26年9⽉10⽇（⽔）

第  回3

元 財団法⼈⽇本ナショナルトラスト事務局⻑
全国で保存・活⽤・再⽣をてがけた歴史・⾃然遺産多数。 
現在、地域遺産プロデューサーとして全国の⾃然・歴史遺産を貴重な地域遺産として捉え、
保全・観光活動に従事。著書：『歴史鉄道 酔余の町並み』ほか

講師 ⽶⼭ 淳⼀（地域遺産プロデューサー、 公益社団法⼈横浜歴史資産調査会常務理事、⽇本鉄道保存協会顧問）師 ⽶⼭ 淳
鉄道遺産を生かしたまちづくりと観光鉄道遺産を生かしたまちづくりと観光

平成26年9⽉24⽇（⽔）

第  回4

講師 近澤 弘明（株式会社近澤レース店代表取締役社⻑）

1972年慶應義塾⼤学経済学部卒業。同年、有限会社近沢レース店⼊社。
インテリアレース販売「株式会社近沢レース店」を全国に24店舗展開。
社団法⼈横浜中法⼈会会⻑、協同組合元町SS会元理事⻑、横濱まちづくり倶楽部副会⻑。

近澤 弘明
元町の賑わい元町の賑わい

平成26年10⽉8⽇（⽔）

第  回5

コーディネーター 鈴⽊ 伸治（横浜市⽴⼤学国際総合科学部 教授）
東京⼤学⼤学院⼯学系研究科助⼿、関東学院⼤学⼯学部⼟⽊⼯学科助
教授を経て2006年より現職。
専⾨は都市デザイン、歴史的環境保全。神奈川県内を中⼼に、各地の
都市デザインプロジェクトに関わる。

 

ヨコハマの歴史を生かしたまちづくり
～地域の歴史文化を大切にする～
ヨコハマの歴史を生かしたまちづくり
～地域の歴史文化を大切にする～
◆パネルディスカッション形式

近澤弘明（株式会社近澤レース店代表取締役社⻑）
⼭本博⼠（株式会社三陽物産 代表取締役社⻑、宮川⾹⼭ 眞葛ミュージアム館⻑）

⽶⼭淳⼀（地域遺産プロデューサー、公益社団法⼈横浜歴史資産調査会常務理事、
                         ⽇本鉄道保存協会顧問）

⻄ 和夫（神奈川⼤学名誉教授、公益社団法⼈横浜歴史資産調査会 相談役）

パネリスト

横浜開港資料館所蔵

横浜開港資料館所蔵 横浜開港資料館所蔵

主　催：横浜港大さん橋国際客船ターミナル
           （指定管理者：相鉄企業株式会社）
協　力：公益社団法人 横浜歴史資産調査会
場　所：横浜港大さん橋出入国ロビー
定　員：各回 80 名（要予約）
参加費：各 2,000円（税込）
            5 回受講券 8,000円（税込）

◆お申し込み
インターネット申し込みフォーム
U R L ：www.tvk-coms.co.jp/daisanbashi
T E  L：ダイサンバシ事務局
           045-662-7557（平日10 時～16 時）
F A X  ：横浜歴史資産調査会事務局
　　　 　045-651-1730
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